
ぱんだぐみ（３歳児） R５．１０．２３

カレーやラーメンなどごちそうをつくっていた子どもたち。商品をつくりながら「私、甘い
ラーメンがいい！」と意見が出ると、「じゃあスープに砂糖入れる？お家でホットケーキつくる
ときに入れてた。」「バナナも甘かった！バナナの麺にしようよ」と自分たちの中の経験を思い
出し、話し合いながら『甘い』のイメージを共有していた子どもたち。遊びの中でも、興味のあ
ることや経験したことなどを自分なりに表現しています。こうした子どもたちの表現を保育者も
一緒に楽しみながら、そのイメージがさらに広げられるようにやりとりをしたり、子ども同士の
イメージを繋げることができるように、仲立ちをしたりしながら関わっています。

￥バナナカレーください！

￥いちごラーメンできたよ～

￥カレーはこっち！

￥ちょっとここに
麺いれて～

￥もしもし～からいラーメン１つですね！

￥甘いラーメンもどうぞ～

味を「辛い」や「甘い」で分けて
考えている。『甘い＝いちごやバナ
ナ』と身近な食材で考えているんだね。
本物のメニューにはないけれど、子ど
もたちが自分のイメージをもっている。
他にもどんな商品が出てくるか
見守ってみよう。

コンロに見立てた石の上で
煮込んでいる。

葉っぱを料理に見立てたり、
麻ひもを麺に見立てたりして

遊んでいるな。

カウンターをつくって
お客さんに渡す場所ができたね。

本物のお店の様子を
よく見て上手に再現しているね。

￥わたしはデザートの
チョコアイスつくる！


